
滋賀県立美術館魅力向上ビジョン（案）の概要

強み（内部資源・環境のプラス要素）

・世界的に見ても有数のアール・ブリュットのコレクション
・近代日本画や滋賀ゆかりの美術・工芸等、現代美術の特徴的なコレク
ションと、関連する調査研究や展示の実績
・教育交流事業（ワークショップやアウトリーチ等）の実績
・自然環境豊かなびわこ文化公園内に立地
・近隣に図書館、大学等教育機関や医療、福祉などの専門機関が多く立地
・高速道路からのアクセス利便性

弱み（内部資源・環境のマイナス要素）

・展示室の面積が都道府県立美術館としては狭く、コレクションの展示機
会、巡回展や新機軸の展覧会の開催に制約
・収蔵庫の収容力に余裕がなく、今後の作品増加への対応に支障
・展覧会観覧者数が長期的に減少傾向
・既存施設の老朽化
・ギャラリーの展示環境や面積、搬入動線に制約
・野外空間の活用が不十分
・駅や近隣施設間の公共交通機関でのアクセスが不便
・びわこ文化公園内の園路の歩行環境や案内表示の整備が不十分

機会（外部資源・環境のプラス要素）

・びわこ文化公園へのPark-PFI制度の導入
・県全体の15歳未満人口の割合が、全都道府県の中で上位２番目
・新名神高速道路の延伸による交通アクセスのさらなる向上
・改正博物館法や文化観光推進法の施行等、美術館への新たな役割の期待
・国の第４期教育振興基本計画において全国の博物館・美術館等の機能強
化・設備整備の促進が明記

脅威（外部資源・環境のマイナス要素）

・余暇の過ごし方の選択肢が多様化し、全国的に美術館のリニューアルや
新設が相次いで行われる中、県立美術館の存在感が相対的に低下
・展覧会の開催経費（輸送費、保険料等）や館の運営経費（委託費、光熱
費等）が高騰

子どもも大人も来たくなる
未来をひらく美術館

美術館を取り巻く瀬田
丘陵の豊かな自然環境や
そこに溶け込む野外作品
を生かし、公園と一緒に
楽しめる憩いの時間やわ
くわく感あふれる空間を
演出します。

滋賀ゆかりの作家や作品を守り伝
え、この土地で育まれた文化の奥深
さを感じられる空間を構成します。
現在進行形の活動にも焦点を当て、
滋賀の文化のダイナミズムを体感で
きる場を提供します。

誰にとっても居心地が良く
ウェルビーイングを高めることができる

幅広い分野のコレクショ
ンを比較して鑑賞できるよ
うにし、表現の多様性を提
示します。好奇心をくすぐ
る他にはない企画を展開し、
新たな視点を得るきっかけ
をつくります。

子どもたちがアートに出会い
親しむことができる

滋賀の文化の息吹を
感じることができる

コンセプト３

様々な主体が、自由な発想で活動
できる環境を醸成するとともに、日
常から離れてゆっくりと作品と向き
合える時間も大切にします。誰もが
幸せな時間を過ごせるよう、美術館
のサード・プレイス（居場所）とし
ての価値を高めます。

コンセプト４

公園と一緒に
楽しむことができる

コンセプト５

子どもたちが、楽しみながら
アートや美術館に出会い、親しむ
ことのできる、体験型・参加型の
展示空間や学びのプログラムを構
成します。

コンセプト１

コンセプト２

コレクションを通して多様性を
深く考えることができる

・子どもから大人まで、障害の有無や国籍等にかかわらず様々な立場
の方が気軽に県立美術館を訪れ、滞在する時間を楽しむことで、日常
が豊かになります。
・関西・中京圏を中心に、全国、さらには海外からも「わざわざ来て
いただける」美術館として、滋賀県の認知度の向上に寄与するととも
に、経済・観光面への波及効果をもたらします。
・次の時代を担う子どもたちが、多様な表現・価値観に出会う体験を
通じて、他者や異なる文化に対して関心を持てるようになります。
・県立美術館ならではの先駆的な取組を通じて、広く社会に創造や問
いかけの種をまき、新たな展開を生み出します。

①ビジョンの実現に向け、施設・設備の機能の充実を目指した整備基本計画の策定
②県民をはじめとする様々な方と一緒に、県立美術館のこれからについて考える機会をもつなど、多様な
主体との対話を通した検討の実施
③案内表示や植栽の改良、野外作品の充実と活用などによる、県立美術館と公園の一体的な魅力の向上や
県立美術館までのアクセスの改善
④コレクションの継続的な充実と活用、県立美術館ならではの展示の展開・発信
⑤子どもや子ども連れが気軽に県立美術館に親しむことのできる取組の実施
⑥県庁各部局や周辺の教育・医療・福祉機関、企業、市町等をはじめとする各機関との連携の強化
⑦県立美術館を核とする文化観光の展開や高付加価値化の取組による観光振興・経済活性化
⑧企画展の組立ての精査や歳入確保の取組の強化等による、持続可能な運営体制の構築

１．現状分析

４．期待される効果３．アクションプラン
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